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14 大座紀子，江口有一郎，桑代卓也，高橋宏和，河口康典，水田敏彦：インターフェロン治療開始後

にVogt―小柳―原田病が再燃したＣ型慢性肝炎の１例．第283回日本内科学会九州地方会．2008，

11，16．

15 大座紀子，桑代卓也，高橋宏和，河口康典，江口有一郎，水田敏彦：夫の劇症肝炎によって発覚し

た若年HBe抗体陽性無症候性キャリアの混合型肝癌の１例．第282回日本内科学会九州地方会．

2008，８，23．

16 島川明子，高橋宏和，大座紀子，秋山 巧，河口康典，江口有一郎，水田敏彦：Peg-IFNα製剤に

より多形紅斑型薬疹を生じたＣ型慢性肝炎に対し，IFNβ製剤が有効であった一例．第91回日本消化

器病学会九州支部例会．2008，６，13-14．プログラム・抄録集 110．

17 洲河奈央子，江口有一郎，有尾啓介，高橋宏和，秋山 巧，大座紀子，河口康典，尾崎岩太，水田

敏彦，藤本一眞，戸田修二，佐藤智丈：抗核抗体陽性の非アルコール性脂肪性肝炎に食事・運動療

法を行い病理学的改善とともに血清γ-グロブリン値の改善を認めた１例．第91回日本消化器病学会

九州支部例会．2008，６，13-14．プログラム・抄録集 81．

18 高橋宏和，江口有一郎，水田敏彦：肝細胞癌に対する全身麻酔下ラジオ波焼灼術の検討―ミラノ基

準外への適応―．第92回日本消化器病学会九州支部例会．2008，11，21-22（シンポジウム）．プロ

グラム・抄録集 57．

19 高橋宏和，小野尚文，中下俊哉，江口有一郎，水田敏彦，江口尚久：肝腫瘍に対する汎用装置を用

いた Sonazoid造影エコー法．第18回日本超音波医学会九州地方会．2008，10，５．プログラム・抄

録集 26．

20 浦田雅子，三好 篤，高橋宏和，水田敏彦，北原賢二，中房祐司，宮崎耕治：肝細胞癌に対する経

皮的局所治療後の穿刺経路播種と鑑別が困難であった腹壁炎症性腫瘤の一例．第92回日本消化器病

学会九州支部例会．2008，11，21-22．プログラム・抄録集 143．

その他の学会

1 石橋絵理子，江口有一郎，大座紀子，中下俊哉，小野尚文，江口尚久，水田敏彦，藤本一眞：非ア

ルコール性脂肪性肝疾患（NAFLD）に対する減量治療の効果には性差が存在するか．第４回消化器

病における性差医学・医療研究会．2008，７，19．プログラム・抄録集 16．

2 磯田広史，高橋宏和，大座紀子，秋山 巧，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：RFA治

療による無症候性 bilomaに，その後の PEG-IFN＋RBV療法中，感染をきたした一例．第44回日

本肝癌研究会．2008，５，22-23．プログラム・抄録集 217．

3 磯田広史，高橋宏和，大座紀子，秋山 巧，河口康典，江口有一郎，尾崎岩太，水田敏彦：RFA治

療による無症候性 bilomaに，その後の PEG-IFN＋RBV療法中，感染をきたした一例．北九州肝

癌治療研究会．2008，３，15．



4 河口康典：Ｃ型代償性肝硬変に対する IFNβ治療および降圧剤による肝機能改善効果の検討．Saga
 

Liver Disease Research Meeting 2008,9,4.

5 河口康典：インスリン抵抗性を示すＣ型慢性肝炎に対する生活習慣への介入．佐賀肝炎治療研究会．

2008，９，26．

6 北島陽一郎，江口有一郎，石橋絵理子，大座紀子，中下俊哉，水田敏彦，尾崎岩太，藤本一眞，堀

江弘子，後川美智子，小野尚文，江口尚久：臍部 CTにおける多裂筋 CT値は非アルコール性脂肪

性肝疾患における食事・運動療法の効果を反映するか．第16回肝病態生理研究会．2008，６，４．

7 松延亜紀，江口有一郎，水田敏彦，尾崎岩太，藤本一眞：若年者Ｂ型慢性肝炎の２例―今後の治療

方針について．第７回九州Ｂ型肝炎フォーラム．2008，１，12．

8 水田敏彦：PEG-IFNα-2b/Ribavirin併用療法におけるインスリン抵抗性の重要性．第４回九州Ｃ

型肝炎研究会．2008，１，26．

9 水田敏彦：Ｃ型慢性肝炎に対する PEG/RBV療法におけるインスリン抵抗性の重要性．第３回長崎

ペグリバ研究会．2008，５，29．

10 水田敏彦：Genotype 1(serotype 1)Ｃ型慢性肝炎に対する Peg-Interferon/Ribavirin併用療法の

実態調査．佐賀肝炎治療研究会．2008，９，26．

11 大塚大河，高橋宏和，大枝 敏，有尾啓介，川添聖治，水田敏彦：Ｂ型肝炎肝細胞癌における抗ウ

イルス療法の肝癌再発予防効果．第44回日本肝癌研究会．2008，５，22-23．プログラム・抄録集

203．

12 大座紀子：AMA陽性のＣ型慢性肝炎の一例．第11回佐賀肝疾患研究会．2008，９，11．

13 大座紀子，水田敏彦，江口有一郎，桑代卓也，秋山 巧，高橋宏和，河口康典，尾崎岩太：HBVキャ

リアへの啓蒙の重要性を再認識させられたＢ型劇症肝炎の一例．第12回九州肝不全研究会．2008，

９，20．プログラム 10．

14 高橋宏和：腹膜播種が疑われるHCCの一例．第11回佐賀肝疾患研究会．2008，９，11．

15 高橋宏和，水田敏彦，藤本一眞，川添聖治，中島幹夫：高齢者肝細胞癌に対するラジオ波焼灼術の

妥当性―長期予後と安全性の観点から―．北九州肝癌治療研究会．2008，３，15．

16 高橋宏和，水田敏彦，藤本一眞，川添聖治，中島幹夫：高齢者肝細胞癌に対するラジオ波焼灼術の

妥当性―長期予後と安全性の観点から―．第21回東京肝癌局所治療研究会．2008，３，22．

17 後川美智子，江口有一郎，石橋絵理子，堀江弘子，北島陽一郎，廿楽武子，野本奈実絵，黒木茂高，

小野尚文，江口尚久，水田敏彦：非アルコール性脂肪性肝疾患の食事療法は「個々における栄養把

握と適正な栄養摂取」が重要である．第９回佐賀肝と栄養研究会．2008，９，12．
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